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〔略歴〕 

1986年、産経新聞グループ入社。経済産業省、国土交通省、財務省な
どの経済官庁のほか、自動車、電機、鉄鋼、流通、エネルギーなどの民
間業界を担当。 
経済部次長、副編集長を経て、2009年から経済・エネルギー担当の論
説委員。 
入社以来、一貫して経済関係を取材。 
現在は、政府税制調査会特別委員（首相の諮問機関）のほか、経済産
業省の産業構造審議会委員、国土交通省の社会資本整備審議会委員など
も兼務。 

 



メメデディィアアかからら見見たた
エエネネルルギギーー政政策策

産経新聞論説委員 井伊重之

本本日日ののテテーーママ

①今年のエネルギー展望

②メディアから見た原発・エネルギー

③エネルギーと地方創生
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①①エエネネ基基本本計計画画のの見見直直しし開開始始

今年から議論開始

化石燃料比率下げ

非化石燃料比率上げ
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原原発発比比率率のの引引きき下下げげがが焦焦点点

再エネ比率引き上げ

原発比率は引き下げ

原発新設・建て替え
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「「発発送送電電分分離離」」をを４４月月実実施施

電力自由化の仕上げ

発送電分離で送電線開放

新規参入通じ競争を促進
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欧欧州州がが主主導導すするるＣＣＯＯＰＰ

理想と現実が混在

過激化する要求

国益をかけた交渉
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「「炭炭素素税税」」導導入入がが課課題題にに

自民党税調が通年議論

既存税との整合性

小泉環境相が強い意欲
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今今年年かからら再再稼稼働働原原発発がが停停止止

特重施設の完成遅延

「安全」なのに停止

自己矛盾する規制
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関関電電のの金金品品受受領領問問題題でで報報告告書書

原発立地自治体との新たな関係

電力自由化の進展 安定電源の確保

工事発注手続きの透明性

どこでも立地優遇 説明責任果たせるか

第三者委がどこまで踏み込むか

社内調査は過去７年 金品受領者の拡大
原発マネーの還流疑惑

企業統治の確立

原発新設に影響も
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②②漂漂流流すするる原原発発政政策策
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原原発発にに強強ままるる司司法法リリススクク

相次ぐ仮処分申請

裁判所が独自判断

問われる国の姿勢
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問問わわれれるる原原子子力力規規制制

拡大する安全対策費

相次ぐ遡及適用

独立は独善ではない
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合合格格ししててもも再再稼稼働働ししなないい原原発発

地元同意の関門

安全と安心は違う

問われる政府主導
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規規制制委委ををめめぐぐるる問問題題提提起起

◎国家基本問題研究所（櫻井よ
しこ理事長）が提言
「日本に原発を取り戻せ」

・不合理な審査遅延で多くの
時間を無駄にした

・規制委は科学的合理性を
・国は原子力の課題解決に
リーダーシップを
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②②石石炭炭火火力力へへのの逆逆風風強強ままるる

世界的なＥＳＧ投資

パリ協定の運用開始

ＣＯＰで「悪者」に

15

世世界界のの電電源源比比率率のの実実像像はは

世界は石炭が主流

中国は石炭が７割

ドイツも石炭大国
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日日本本のの石石炭炭消消費費はは世世界界のの２２..５５％％

17

石石炭炭火火力力のの不不都都合合なな真真実実

• China's appetite for coal 
power returns despite 
climate pledge

• Capacity rose by 42.9GW in 
18 months, far outpacing 
global efforts to cut use of 
fossil fuel

The Guardian
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新新型型石石炭炭火火力力のの戦戦略略活活用用をを

老朽石炭を廃止

超々臨界圧を新設

途上国に技術支援
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発発送送電電分分離離にに死死角角なないいかか

組織分断で安定供給に懸念

停電時の早期復旧に課題

千葉停電では窓口が混乱
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エエネネルルギギーー安安全全保保障障をを考考ええるる

低下した自給率

原油備蓄230日分

高まる中東リスク
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世世界界ののエエネネルルギギーー地地政政学学がが激激変変

米国が輸出国に転換

イランへの攻勢続く

サウジが中露に接近
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高高止止ままりりすするる電電気気料料金金
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ＦＦＩＩＴＴ制制度度をを見見直直しし

重くなる国民負担

家庭用料金の１割超

主力電源化の課題
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ＦＦＩＩＴＴかかららＦＦＩＩＰＰへへ

普及から制度維持へ

市場を通じて売却

事業者には負担
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③③将将来来のの電電力力会会社社のの姿姿

地方創生の担い手

アズ・ア・サービス

総合生活サービス

全国一律の自由化を再考
•地産地消・分散型に対応

人口減少に立ち向かう
•地方インフラを維持する
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思思考考停停止止かかららのの脱脱却却をを

曖昧な政府の姿勢
• 世論の批判を避ける

現実踏まえた政策を
• 理想論で語る危険
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漂流するエネ政策

揺らぐ基幹電源

進まぬ「脱炭素」


